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市
政
を
問
う
　
一
般
質
問

半
田
市
が
目
指
す
成
人

式
と
は

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た
め
縮
小

開
催
し
た
成
人
式
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

ま
す
か
。

答
新
規
感
染
者
が
増
加
す

る
中
、
開
催
で
き
る
方

策
を
練
り
実
施
し
ま
し
た
。

様
々
な
制
限
で
窮
屈
な
思
い

を
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
、

静
粛
に
執
り
行
え
た
こ
と
で

ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
ず

開
催
で
き
た
こ
と
は
参
加
者

の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で

あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
有
志
が
同
日
開
催

し
た
「
半
田
ま
ち
な
か

成
人
式
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
式
典
時
間
の
短
縮
や
、

終
了
後
の
速
や
か
な
退

場
を
促
す
中
「
半
田
ま
ち
な

か
成
人
式
」
の
取
組
み
は
、

友
人
や
恩
師
と
親
交
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
い
た
新
成
人

に
と
っ
て
、
記
念
撮
影
や
憩

い
の
場
を
提
供
し
て
下
さ
っ

た
貴
重
な
企
画
だ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
新
成
人
主
体
の
実
行
委

員
会
に
、
市
民
有
志
や

地
域
の
方
々
が
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
参
画
す
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

答
市
民
有
志
や
地
域
の
方

々
か
ら
助
言
や
手
助
け

を
い
た
だ
く
こ
と
は
と
て
も

有
意
義
で
あ
り
、
ま
た
、
半

田
ま
ち
な
か
成
人
式
の
よ
う

に
新
成
人
を
祝
う
企
画
に
新

成
人
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
提

案
で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し

た
内
容
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

問
新
成
人
が
ま
ち
の
様
々

な
と
こ
ろ
で
お
祝
い
さ

れ
る
取
組
み
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
半
田
の
魅
力
を
知
る
こ

と
や
、
ま
ち
の
人
の
温
か
さ

に
触
れ
る
機
会
と
な
り
、
半

田
を
よ
り
好
き
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
ち
全
体
で
祝
う

成
人
式
へ
転
換
す
る
た
め
に
、

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
成
人
式
は
、
こ
れ
ま
で

新
成
人
に
よ
る
実
行
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
企
画

運
営
す
る
形
態
を
と
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
開
催

方
法
の
見
直
し
に
取
組
む
と

と
も
に
、
成
人
式
の
開
催
日

に
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
新
成
人
を
お
祝
い
す
る
土

壌
を
育
む
た
め
、
半
田
市
が

開
催
す
る
成
人
式
と
半
田
ま

ち
な
か
成
人
式
の
取
組
み
の

連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
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調
査
テ
ー
マ　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

に
つ
い
て
」

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
、
公
立
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
、
お
よ
び
教
職
員
に
一
人
に
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
と
高
速

大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
し
、
多
様
な
子
ど
も
た

ち
の
誰
一
人
も
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
学
習
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

日
々
の
授
業
で
の
活
用
の
他
、
家
と

学
校
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
授
業
参
加
な

ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
、
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
時

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
て

い
れ
ば
、
家
庭
に
い
な
が
ら
授
業
を

受
け
ら
れ
た
の
で
は
と
考
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
家
庭
学
習
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
を
調
査
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
方
法
と
し
て
、

①
半
田
市
立
成
岩
小
学
校
を
視
察
し
、

現
場
の
声
を
伺
う
。

②
半
田
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
長
尾
氏
に
よ
る
勉
強
会
。

③
先
進
事
例
の
県
外
視
察
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め

中
止
。
熊
本
市
へ
の
調
査
を
長
尾

氏
へ
依
頼
し
、
勉
強
会
を
開
催
。

④
桑
名
市
へ
書
面
に
よ
る
調
査
を
実

施
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
か
ら
委
員
の

意
見
と
し
て
、

◇
不
正
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
「
学
校
か
ら
配
ら
れ
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
学
習
ツ
ー
ル

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ

と
」
や
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
」
が
必
要
。

◇
緊
急
事
態
に
備
え
、
ま
ず
は
持
ち

帰
り
を
実
施
し
、
運
用
に
慣
れ
て

い
く
。

◇
持
ち
帰
り
学
習
の
目
標
と
期
限
を

定
め
、
達
成
に
向
け
た
実
施
計
画

（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
成
す
る

こ
と
。

◇
目
的
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

適
切
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
整
備
。

◇
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
向
け
に
、

分
か
り
や
す
い
「
持
ち
帰
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
を
行
う
べ
き
。

◇
通
信
環
境
が
無
い
家
庭
へ
の
支
援

が
必
要
。

◇
兄
弟
が
多
く
家
庭
内
で
の
学
習
場

所
の
不
足
な
ど
家
庭
環
境
に
よ
る

差
を
減
ら
す
支
援
が
必
要
。

◇
持
ち
帰
り
に
必
要
な
充
電
器
等
の

設
備
が
必
要
。

◇
家
庭
で
の
環
境
が
整
う
ま
で
は
、

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を
必
要
と
し
な
い

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
活
用
す
べ
き
。

　
こ
れ
ら
を
集
約
し
、
３
つ
の
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

一
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り

に
つ
い
て
、
実
施
計
画
を
作
成
し
、

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

明
確
に
示
す
こ
と
。

一
、
家
庭
学
習
を
行
う
際
に
は
、
通

信
環
境
や
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
な
ど
、

学
習
環
境
の
格
差
を
無
く
す
た
め

の
支
援
を
行
う
こ
と
。

一
、
家
庭
や
児
童
・
生
徒
の
不
安
に

寄
り
添
い
、
問
い
合
わ
せ
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
持
ち
帰
り
を
速
や
か
に
開
始
す

る
よ
う
申
し
上
げ
ま
す
。


